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ウラン粉末

溶
解
塔

バ
ケ
ツ

貯
塔
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合
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一
化

沈殿槽

臨界

製
品

製
品

原
料

再
溶
解

混
合
均
一
化

製
品
容
器
詰

ク
ロ
ス
ブ
レ
ン
ド

→→→→ 当初設計当初設計当初設計当初設計
→→→→ 2222回目変更回目変更回目変更回目変更
→→→→ 4444回目変更回目変更回目変更回目変更
→→→→ 5555回目変更回目変更回目変更回目変更
→→→→ 6666回目変更回目変更回目変更回目変更

形状制限崩壊※

質量制限崩壊
質量制限崩壊

質量制限

＋形状制限崩壊

※七沢（2005）によると，バ

ケツ間隔を40センチメートル
とすれば形状制限されている  

 27 ( ) 

(2005)  
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JCO 1980 1
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JCO

100

 

 

 6 JCO (2005)

                                                   
97 JCO (2005 pp.202) 
98 JCO (2005 pp.228 229)  

(a) 1 (1
2.4kg)  

(b) (1
2.4kg)  

99 JCO (2005 pp.202) 
100  (2005 pp.138) 
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本来であれば，直属の上司で
ある職場長に承認願いを提出
するはずであるものの，計画

グループ主任に上申している

所長・技術部長，製造部長・製造グループ長，品質保証・安全管理グループ長は兼務  

 28 JCO  

JCO (2005 pp.234)  
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※

JCO臨界事故に対する仮説モデルの確認
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8 7

30  

事例 項目① 項目② 項目③ 項目④ 項目⑤ 項目⑥ 項目⑦ 項目⑧

信楽 ○ ×※ ×
（注）

○ ○ ○ ○ ×

JCO ○ ×※ ○ ○ × ○ ○ ○

凡例：○確認できた，×確認できなかった

仮説モデルで提示した正当化の項目
①目標と手段の乖離（アノミー）
②誰かが傷つくことがない（合理的選択）
③誰もがそうしている（差異的接触）
④組織への愛着（ボンド）
⑤経営トップとの差異的接触
⑥目標達成による必須行為（合理的選択）
⑦反対者の排除
⑧新任者による継承

（注）
業務課長自らが逸脱行為を選択した
ため，該当なしと整理する．事実上の
トップであるため，項目⑤としての整
理をしている．

※項目②について，各事例で合理的
選択が見られたものの，「誰かが傷つ
くことがない」という正当化は確認でき
なかった．  

30 8  

 

30

 

13 31
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逸脱行為の
誘因強化

逸脱行為の
発生

対逸脱行為
抑止力低下

・アノミー

①目標と手段の乖離（アノミー）
②誰かが傷つくことがない（合理的選択）
③だれもがそうしている（差異的接触）
④組織への愛着（ボンド）
⑤経営トップとの差異的接触
⑥目標達成による必須行為（合理的選択）
⑦反対者の排除
⑧新任者による継承

組織目標
高度化

逸脱行為の正当化

課題
発生

基準からの
逸脱事象の
発生

知識・理解の不足
独断無連絡の
安全システム変更

新たな規範
の制定

リスクを
受容可能と
判断

安全に対する
技術的に
誤った認識

逸脱行為の
常態化の
潜在化

規範の
弛緩

・レイベリング

・アノミー
・レイベリング，・経験有り

職場での
トラブルの報告
コミュニケーション

加筆・修正箇所  
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